
第 2 回 三郷駅前広場を考えるワークショップ 【記録】 
 

第 1 回のワークショップでは、参加者が思う三郷のまちのプラス面や、マイナス面などをもと

に、三郷の駅前広場整備などについて意見交換を行いました。 

この結果を踏まえ、第 2 回では他都市での駅前広場とまちづくりが関連した事例をみながら、

三郷駅周辺のまちの改善ポイントや三郷駅前の未来像について意見交換を行い、来年度以降も駅

前広場やそれを軸とするまちづくりの検討を進めていく方向となりました。 

 

■ワークショップの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■三郷駅周辺のまちの改善ポイント 

まちの改善ポイントについて、参加者に事前に検討いただき、当日意見交換を行いました。 

【主な意見】 

○ 駅周辺も含めて思い切った整備をしないと、有効な駅前広場にならないだろう 

○ 駅前広場整備にあわせて三郷駅の南北を結ぶ連絡橋も整備する 

○ 周辺の道路整備も必要 

○ 踏切前後の交差点間隔が狭いので、踏切と交差点の信号を連動させ、南北の流れを良くする 

○ 現在の駐車場と駐輪場のスペース（公共用地）を活用して駅前広場にする 

○ 三郷駅に 20～30 階建ての駅ビル（市役所、医療関係、託児所などが入ったビル）を整備

する 

○ 瀬戸線を高架化する 

○ 自治会の集会所を建てる 

 

 

 

 

意見交換の内容をまとめると、三郷駅周辺のまちの改善ポイントとしては下の図にまとめた 8

点になりました。 

  

この 8 つのポイントのなかで、三郷のまちにとって特に重要と思われるポイントを、各自 3 つ

ずつ選択しました。結果は、次のとおりとなりました。 

【特に重要と思われるまちづくりのポイント】 

⑧公共用地活用（駅前広場の整備） １０票   ⑥道路の改善           ５票 

④街区の再編            ９票   ②瀬戸線の高架化         ３票 

⑦渋滞解消             ６票   ③駅舎の改造（連絡橋の整備など） ３票 

①必要な施設の整備         ５票   ⑤有効活用（集会所の整備など）  １票 

この結果から、公共用地を活用して駅前広場を整備するだけでなく、この機会に三郷駅周辺も

含めた範囲で、地域の魅力や利便性を高め生活環境の改善にもつながるまちづくりを考えたいと

思われている方が多いことがわかりました。 

 

■まとめ 

第２回のワークショップでは、まちの改善ポイントに多くのご意見が寄せられ、三郷駅周辺の

まちづくりに対するさまざまな考えを聞くことができました。また、ワークショップ全体を通し

て、「将来に向け若い世代もまちに呼び込み、多様な世代が行き交う、活気あるまちにしたい。」

といった思いなどが示され、駅前広場を整備する機会にあわせて、駅周辺のまちづくりを長期的

な視野に立って、段階的に進めていく必要があるとの考えをもっていることがわかりました。 

21 年度のワークショップは 2 回で終了ですが、参加者の意向も踏まえ、22 年度以降も引き

続き開催することとなりました。また、今回の開催結果については参加者のみにとどめるのでは

なく、地域の方々にも広く興味を持っていただくために、周知を図ることとなりました。 

＜ ワークショップの様子 ＞ 

 

 

＜ まちの改善ポイント ＞ 

 

○日 時：平成 2２年２月 2７日（土） 18 時 30 分～20 時 30 分 

○会 場：大友ビル 2 階会議室 

○テ ー マ：駅前の未来図を描こう「三郷駅前のあるべき姿」 

○プログラム：  

① 開会あいさつ （市役所 都市計画課より） 

② 趣旨説明 （アール･アイ･エーより） 

③ 話題提供【駅前広場とまちづくりが関連した事例】 （アール･アイ･エーより） 

④ 意見交換【三郷駅周辺のまちの改善ポイント】 

⑤ まとめ （アール･アイ･エーより） 

⑥ 閉会あいさつ （市役所 都市計画課より） 

○参 加 者：  

・ 三郷町栄在住在勤者 １３名 

・ 尾張旭市役所 都市計画課 ３名 

・ コンサルタント (株)アール･アイ･エー名古屋支社 ３名 


